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１．概要（Summary） 

グラフェンデバイス作製のためにグラフェンのホールバ

ー構造への加工および, 電極の蒸着を行った. グラフェ

ンへの強い集光を達成するために電極はアンテナ状に配

置した. 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速マスクレス露光装置、電子線蒸着装置、深堀りドラ

イエッチング装置 2 

 

【実験方法】 

グラフェンにレジストを塗布し, マスクレス露光装置によ

りホールバーの形状に露光・現像した. ドライエッチング

装置により, ホールバー構造が残るように, 周りのグラフェ

ンを除去した. 次に電極形成について示す. レジストを塗

布し, マスクレス露光装置をもちいて電極の形状に露光・

現像した. 電子線蒸着装置により Au (100 nm)/Ti (5 

nm)を蒸着し, リフトオフによりレジストを除去した. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ドライエッチング後のレジスト除去に ST-120 を用いたと

ころ, レジストとともにグラフェンもはがれてしまった. これ

は ST-120 に含まれる NMP の剥離性が強いためにグラ

フェンもはがれてしまったと考えられる. 

Fig. 1にリフトオフ後のサンプルの画像を示す. 中央に

アンテナ状に配置した 6 つの電極があり, 周囲のパッドと

は 5 um 幅の線でつながっている. 前回決定した露光条

件により正確に電極形成が可能なことを確認した. 

 

 

 

Fig. 1 Microscope image of the sample after liftoff. 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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